

































































いる。 A2 に正門₅があり、この正面にあたる B1 を中心として
噴水塔及び大池₆が置かれる。そしてこの大池の周囲に各展示館
が配される構成となっている。正門から時計回りに主要な展示
館などを挙げれば、 A2 長岡出品館、 A1 鉄道記念館、 A1 野外
ステージ、 A1 放送局特設館、 B1 司令塔、 B1 迎賓館、 A1 展
望台、 B1 エレベーター、 A1 機械館、 A1 ダイヤモンドライト、
B1 北海道館、 B1 朝鮮館、 B1 展望台 （₂箇所）、 B1 国防館、
B1 海軍塔、 B1 満蒙館、 C1 各府県出品館、 D1 新潟県出品館、
D2 子供ノ国、 D2 演芸館、 D2 長岡酒造、 D2 キリンビール、
C2 魔法の国、C2 健康館、C2 健康別館、C2 事務局、C2 蚕糸館、
C2 漫画館、 C2 通信館、 C2 農林館、 C2 奈良特設館、 C2 三ツ
葉食堂、 C2 森永製菓、 C2 岐阜特設館、 C2 京都特設館、 B2






　裏面では先ず d1 に「会期　昭和六年 《自八月二十一日／至
九月三十日》／上越線全通記念博覧会鳥瞰図／主催　長岡市」
（《》は割注形式。以下同様）₇とあり、主催の上に当時の市章が








助役　関威雄の名前が掲げられる。続いて b1 から a1 更に下段
















後に「計　五 , 八七七 , 一」とするがこれも合計値とは合致しな
い。以下、参加区域、教育博覧会、余興、長岡名物、会場、交通、
の項目とする。続いて d2 から b2 には「観覧の栞」があり、「入
場料」、「観覧期間」、「主なる観物 （動くもの）」の項目がある。
入場料は本会の昼は大人 25 銭、小人 10 銭、夜大人 15 銭、小人
₅銭、エレベーター大人 15 銭、小人 10 銭、コドモノクニ大人


























































































































































































































































































































































52 ）健康館　53 ）健康別館　54 ）事務局　55 ）繭糸館　














































































岡出品館、12 ）鉄道記念館、18 ）展望台、20 ）ダイヤモンドラ





















































番号 場所 記載 資料① 資料② 資料③
1 A 2 正門 △ △ △
2 A 2 自動車詰所 × × ○
3 A 2 第二会場切符売場 × × ○
4 A 2 明治製菓塔 △ △ ○
5 A 2 指定運送店 × × ○
6 A 2 携帯品預所 × × ○
7 A 2 郵便局出張所 △ △ ○
8 A 2 鉄道案内所 △ △ ○
9 A 2 北越新報塔 △ △ ○
10 A 2 都染塔 △ △ ○
11 A 2 長岡出品館 ○ ○ ○
12 A 1 鉄道記念館 ○ ○ ○
13 A 1 農機実演館 ○ ○ ○
14 A 1 機械館 ○ ○ ○
15 A 1 野外ステージ ○ ○ ○
16 A 1 放送局特設館 ○ ○ ○
17 B 2 サンエス万年インク ○ ○ ○
18 A 1 展望台 ○ ○ ○
19 A 1 エレベーター ○ ○ ○
20 A 1 ダイヤモンドライト ○ ○ ○
21 B 1 噴水塔 ○ ○ ○
22 B 1 指令塔 ○ ○ ○
23 B 1 迎賓館 ○ ○ ○
24 B 1 展望台（東） ○ ○ ○
25 B 1 展望台（西） ○ ○ ○
26 B 1 平石製綿塔 △ △ ○
27 B 1 小千谷噴水塔 △ △ ○
28 B 1 時事新報 ○ ○ ○
29 B 1 北海道館 ○ ○ ○
30 B 1 朝鮮館 ○ ○ ○
31 B 1 国防館 ○ ○ ○
32 B 1 海軍塔 ○ ○ ○
33 B 1 満蒙館 ○ ○ ○
34 C 1 電光ニュース × × ○
35 C 1 カルピス × × ○
36 C 1 各府県出品館（西） ○ ○ ○
37 C 1 各府県出品館（東） ○ ○ ○
38 C 1 丸善 ○ ○ ○
39 C 1 静岡製茶組合 ○ ○ ○
40 C 1 森永ミルク × × ○
41 C 1 ライオンハミガキ ○ ○ ○
42 D 1 新潟県出品館 ○ ○ ○
43 D 1 水無飴塔 × × ○
44 D 1 メートル塔 △ △ ○
45 D 2 子供ノ国 ○ ○ ○
46 D 2 演芸館 ○ ○ ○
47 D 2 キリンビール ○ ○ ○
48 D 2 長岡酒造 ○ ○ ○
49 D 2 魔法の国 ○ ○ ○
50 D 2 高陽館食堂 △ △ ○
51 C 2 奈良特設館 ○ ○ ○
52 C 2 健康館 ○ ○ ○
53 C 2 健康別館 ○ ○ ○
54 C 2 事務局 ○ ○ ○
55 C 2 繭糸館 ○ ○ ○
56 C 2 漫画館 ○ ○ ○
57 C 2 農林館 ○ ○ ○
58 C 2 通信館 ○ ○ ○
59 C 2 三ツ葉食堂 ○ ○ ○
60 C 2 森永製菓 ○ ○ ○
61 C 2 岐阜特設館 ○ ○ ○
62 C 2 国産連合売店 　 ○ ※ 　 ○ ※ ○
63 B 2 台湾館 ○ ○ ○
64 B 2 樺太館 ○ ○ ○
65 B 2 名古屋出品館 ○ ○ ○
66 B 2 報知新聞塔 × × ○
67 B 2 福井物産館 ○ ○ ○
68 B 2 宝翰堂文具館 ○ ○ ○






番号 項目 資料① 資料② 資料③
1 野外ステージ A A A
2 鉄道実演 A A A
3 放送局特設館 A A A
4 噴水台 A A A
5 納涼池 A A A
6 大噴水 A B B
7 エレベーター A A A
8 電光ニュース A 記載なし 記載なし
9 展望台 A A A
10 ダイヤモンドライト A A A
11 軽気球 A A A
12 楽天則 A A A
13 コドモノクニ A A A
14 演芸館 A A A
15 魔法の国 A A A




名称 元号 西暦 府県 市 植民地
東京平和 大正 11 1922 46 … 5
岡山 昭和 2 1927 42 … 5
山形 昭和 2 1927 39 … 6
名古屋 昭和 3 1928 27 17 5
京都 昭和 3 1928 45 2 6
広島 昭和 4 1929 42 … 6
東京海と空 昭和 5 1930 … … 4
宇治山田 昭和 5 1930 32 11 6


































































は₁道₃府 42 県₅植民地とされ、道府県数では 46 件、全体に
おいて 51 件となる。同様に上越線全通記念博覧会は₁道₃府
41 県₆植民地の参加であるので、道府県数では 45 件、全体で








か。会誌によれば、開催の前年となる昭和₅（ 1930 ）年 12 月₅
〜₆日に全国主任者会議が長岡市で開催され、ここでは全 47 道
府県に対する陳列面積が呈示されている 89。そして県外からの
出品申込〆切は昭和₆（ 1931 ）年₅月 31 日、出品目録提出は₇
月 10 日とされた 90。一方、事務局はこれらの日程に従い、勧誘
作業を行ったが、出品申込〆切₂日前である₅月 29 日の段階で
















成され 94、₇月 15 日には “鳥瞰図” 17,000 枚の印刷が決まり 95、
最終的には₈月 21 日の開会式において配布されている 96。ま
た、“絵葉書” は₇月 31 日に出来て 97、₈月₅日に “鳥瞰絵葉書”





　日誌によれば『会場平面図』は₇月 21 日に “校正” 99 が行われ、








項目に “会場平面図追加一万八千枚注文” 101 とあり、追加注文の
昭和 6（1931）年『上越線全通記念博覧会鳥瞰図』について　121
日付を確認することができる。但し、再度の追加は確認されず、
₉月 16 日に “博覧会概覧二万枚注文” 102 とするものが『鳥瞰図』
であるのか、判断はできないが、その可能性は否定できない。
　即ち、『鳥瞰図』は₇月 21 日に校正、₈月₂日に注文があり、
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